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平成23年 1月 1日 獨 二 会 薇 第 68号  (2)

創
２
，
十
二
月
キ

明
け
ま
し
て
お
め
で
ご
う
ご
ざ
い
ま
す
ｏ

会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
と
と
も
に
健
や
か
な
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様

の
会
を
思
う
心
、
母
校
を
愛
す

る
気
持
ち
が
永

い
歴
史
に
培
わ
れ
た
会

と
な
り
ま
し
た
事
、
ま
た
常
に
会
の
運

営
に
ご
尽
力
し
て
お
ら
れ
る
工
友
会
顧

問
は
じ
め
各
科

の
役
員
、
会
員

の
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
工
友
会
も

一
歩

一
歩
組
織

化
の
地
盤
を
固
め

つ
つ
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
さ
て
、
国
内
外
の
情
勢
は
予
想
も
し

な
か
つ
た
変
化
を
遂
げ
て
い
る
中
、
新

・ｔ
い
社
会
の
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

■
す
。
特
に
教
育
面
で
は

「も
の
づ
く
り
」

に
関
す
る
価
値
観
が
見
直
さ
れ
る
状
況

に
あ
り
、
わ
が
母
校
は
他
に
先
が
け
て

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
格
の
形
成 財

団
法
人
福
岡
工
業
工
友
会

会

長

奏

宇

ａ

４

（
株
鉱
治
全
　
昭
わ
四
十
二
年
卒
）

た
ム
に
ね
ぎ
Ｌ
た
稲
ユ
生

参
日
口
窓
会
を
咸
功
さ
せ
よ
う

と
技
術
の
習
得
を
目
指
し
た
学
校
改
革

に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
母
校
は
平
成
二
十
三
年
を
持

つ

て
創
立
百
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。

合
同
同
窓
会

（六
月
二
十
五
日

（土
）

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
）
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

担
当
委
員
会
を
設
置
し
工
友
会

の
皆
様

に
も
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
共
、
財
団
法
人
組
織
の
公
益
法
人

改
正
に
よ
り

一
般
財
団
法
人
と
し
て
体

制
作
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
件

に
関
し
て
は
機
会

の
あ
る
毎
に
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

工
友
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
事
を
踏
ま
え
て
、
学
校
支
援

の
輪
を

一
層
拡
げ
て
運
営
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
と
共
に
、
年

の
始
め
に

当
た
り
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈

念
し
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ｏ

工
友
会
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
全
国
各
地
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
母
校
の
教
育
活
動

に
対
し
て
深

い
ご
理
解
と
、
物
心
両
面

に
わ
た
る
心
暖
か

い
ご
支
援
を
賜
り
、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
活
性
化
に
向
け
て
、
生
徒
会
ス
ロ
ー

ガ
ン

一‐燃
え
ろ
福
工
生
　
目
指
せ
日
本

こ
、

「
チ
ー
ム
福
工
」
を
合
い
言
葉
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
の
出
席
皆
勤
者
が
、
五
五
六

名

で
全
体

の
五
三
％
で
し
た
。
ま
た
、

部
活
動
加
入
率
も
八
〇
％
を
超
え
、
多

く
の
生
徒
が
毎
日
元
気
に
登
校
し
て
来

て
き
て
い
ま
す
。

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
、
最
近
は

大
学
短
大
等

へ
の
進
学
者
が

一
〇
〇
名

程
度

い
ま
す
。
そ
の
内
昨
年
度

の
国
公

立
大
学

へ
の
進
学
者
が

一
七
名
で
し
た
。

ま
た
、
就
職
の
方
も
金
融
危
機
以
来
大

変
厳
し
い
中
、
毎
年

一
〇
〇
％
の
決
定

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
数
名
を
残
す

の
み
と
な
り
在
校
生
も
良
く
頑
張

つ
て

い
ま
す
。

生
徒
会
の
最
大
行
事
で
あ
り
ま
す
二 希

岡
県
立
希
同
工
業
高
等
学
及

演

長

考
え
ル
　
各
材

日
間
の
体
育
祭
は
、
十
月
九
日
（土
）
、

十
日
（日
）
に
実
施
し
て
、
二
日
間
で
延

べ
六
、
七
〇
〇
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。
益
々
、
地
域
に
定
着
し
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

一
生
懸
命

に
躍
動
す
る
生
徒
の
姿
に
引
き

つ
け
ら

れ
て
、
他
校
に
は
な
い
魅
力
を
感
じ
て

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

部
活
動
で
は
、
本
年
度
水
球
部
が
、

沖
縄
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
見
事
全
国
優
勝

を
し
ま
し
た
。
本
校
に
と
り
ま
し
て
十

七
年
振
り
の
快
挙
で
す
。
全
校
生
徒
や

部
活
動
に
活
気
が
脹
り
ま
し
た
ｏ
ま
た
、

卓
球
部
や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
も
全
国
大

会
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
徒
研
究
成
果
発
表
九
州

大
会
で
優
勝
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー

ラ
リ
ー
九
州
大
会
で
も
団
体
二
位
と
な
つ

て
全
国
大
会
へ
進
出
し
て
い
ま
す
。

校
舎
改
築
に
つ
い
て
は
、
教
室
棟
と

管
理
棟
、
中
庭
が
完
成
し
て
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
の
学
校
に
な

つ
て
い
ま
す
。
是
非
、

学
校
へ
お
越
し
下
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

工
友
会
の
皆
様
方
が
、
よ
り

一
層
強
い

騨
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平
成
二
十
二
年
度
の
工
友
会
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
学
校
側
か
ら
の
要
望
に

よ
り
、
精
密
自
動
横
切
盤

（木
工
機
械
）

の
導
入
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
基

本
的
な
木
工
機
械
で
用
途
が
広
く
、
全

て
の
科
に
お
い
て
設
備
を
求
め
ら
れ
て

い
る
機
械
で
す
。

精
密
自
動
横
切
盤

（木
工
機
械
）

一
、
五
七
五
、
○
○
○
円

一
二
五
、
○
○
○
円

一
、
七
〇
〇
、
○
○
○
円

そ
の
他
、
母
校
教
育
助
成
活
動
に
つ

い
て
は
、
文
武
両
道
の
教
育
活
動
を
支

援
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
以
下
の
よ
う

な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

①
生
徒
会
助
成
金

六
〇
〇
、
○
○
○
円

②
部
活
動
助
成

八
〇
〇
、
○
○
○
円

③
奨
学
金
制
度
一
、
五
六
〇
、
○
○
○
円

※
全
日
制

１２
名
、
定
時
制

１
名

④
教
育
助
成
　
一局
文
祭
等
二
〇
〇
、
○
○
○
円

⑤
課
題
研
究
助
成
事
業五
〇
〇
、
○
○
○
円

。
生
徒
に
対
し

二
学
期
終
業
式
時
に
表
彰

（図
書

カ
ー
ド
を
全
員
に
）

・
教
員
に
対
し

研
究
費
補
助

⑥
母
校
広
報
活
動
に
対
す
る
支
援

一
〇
〇
、
○
○
○
円

生
徒
会
広
報
誌

弓
∪
＞
〓
　
コ
」
【
バ
ｏ
」

の
制
作
費
補
助

⑦
海
外
研
修
助
成

二
〇
〇
、
○
○
○
円

集
塵
機
計

へ

の |

久|

今
年
度
は
、
母
校
実
習
設
備
の
充
実
活
動

学
校
側
の
要
望
に
よ
り
、
平
成
二
十

一
年
度
か
ら
広
く
世
界
に
通
じ
る
能

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
目
的
で
全
国

工
業
高
等
学
校
長
協
会
主
催
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
海
外
研
修
へ
の
参
加

（
一

名
・夏
休
み
期
間
中
二
週
間
程
度
）
に

つ
い
て
、
参
加
費
用
の

一
部
を
海
外

研
修
助
成
費
と
し
て
負
担
。

平
成
二
十
二
年
度
評
議
員
会

（Ｈ
２２

・
５

ｏ
２９
）
に
て

「
一
般
財
団
法
人
」

へ
の
移
行
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
は
移
行
申

請
手
続
き
を
平
成
二
十
三
年
度
中
に
行

う
予
定
で
す
。

今
後
は
、
関
係
専
門
家
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
に
参
考
意
見
を
求
め
な
が
ら
、

理
事
会
協
議
等
の
積
み
重
ね
を
経
て
、
ヨ

般
財
団
法
人
・福
岡
工
業
高
校
工
友
会

（仮

称
と

認
可
に
向
け
た
定
款
変
更
、
機
関

設
計
や
移
行
認
定
申
請
文
書
作
成
等
の

具
体
的
作
業
に
と
り
か
か
る
方
針
で
す
。

当
会
に
と
り
ま
し
て
は
極
め
て
重
要

な
課
題
と
捉
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
同

窓
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

集薇福工健兄 !!
福岡県立福岡工業高校創立11

(第 15口 合同同窓会・

5周年含同同窓会
御案内)

合同当番幹事代表

●粋星会 長々 山本秀雄 (41年卒)● 定友会 長々 ロヤ鬼芳 (48年卒)

平成23年 6月 2‐5日 (土)ホテルオ■クラ福岡 17時30分開会
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平
成
二
十
二
年
　
粋
星
会
に
つ
い
て

今
回
は
平
成
卒
の
若

い
五
名

の
方
た
ち

に
も
理
事
も
し
く
は
事
務
実
行
員
と
し

て
ご
活
躍
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
本
秀
雄
会
長
の
意
向
は
、
各
世
代
よ

リ
バ
ラ
ン
ス
よ
く
役
員
を
選
出
し
て
お

チ
さ
れ
ま
し
た
。
戸
次
邦
直
前
会
長
に
　
れ
ま
し
た
。
そ
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
の
か
、

は
粋
星
会
の
相
談
役
と
し
て
、
又
工
友

　
Ｈ
２２
年
の
新
卒
者
２．
名

（新
会
員
）
１
、

会
副
会
長
と
し
て
引
続
き
母
校
の
為
に
　
県
外
就
職
、
当
日
ど
う
し
て
も
都
合
が

ご
尽
力
頂
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
合
わ
な
い
人
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
員
出
席

山
本
秀
雄
会
長
の
就
任
に
伴
な
い
、　
　
頂
き
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
則
の

一
部
改
定
、
役
員
の
選
任
も
行
　
　
最
後
に
、
来
年
六
月
に
開
催
さ
れ
る

わ
れ
ま
し
た
。
副
会
長
に
三
名

（Ｓ
４‐
　
福
工
工
友
会
。合
同
同
窓
会
を
当
番
科
と

年
卒
）
川
崎
泰
秀
氏
、
木
村
信
子
氏
に
　
し
て
会
長
・役
員
は
じ
め
会
員
の
力
を

一

新
た
に
就
任
頂
き
、
（Ｓ
４７
年
卒
）
上
田
義
　
致
団
結
さ
せ
て
、
成
功

へ
導
こ
う
と
い

人
副
会
長
に
は
再
任
し
て
頂
き
ま
し
た
。
　

う
意
識
を
共
有
し
会
は
大
盛
況
の
う
ち

ま
た
、
例
年
当
番
幹
事
担
当
後
そ
の
中
　
に
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

か
ら
役
員
を
選
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
　
　
　
（文
責
　
当
番
幹
事
長
　
白
水
英
俊
）

―
ず
―――，．　
　
　
　
　
にヽ
「獅“脚
魂
駕
薇
Ｈ
」劇嗽Ⅷ

よ
り
多
く
。

の
会
員

の
皆
様

に
気
軽
に

し
て
頂
く
よ
う
、

平
成

二
十

二
年
粋
星
会
総
会
が
十
月

　

総
会

・同
窓
会

へ
出
席
‐
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

三
十
日

（土
曜
日
）
平
和
楼
天
神
店
に
　

ま
た
そ

の
中

で

コ
ミ

ユ

て

一
三
九
名
の
皆
様
に
出
席
頂
き
開
催
　
を
は
か
り
な
が
ら
、
心
の
絆
を
深
め
、

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
迄
以
上
に

「福
岡
工
業
の
卒
業
生
で

八
年
間
、
粋
星
会
会
長
と
し
て
長
期
　
良
か

つ
た
、
粋
星
会
（工
友
会
）
の

一
員

に
渡
り
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
い
戸
次
邦
　
で
良
か

つ
た
と
」
誇
れ
る
よ
う
な
会
に

直
会
長

（Ｓ
４３
年
卒
）
よ
り
山
本
秀
雄
　
す
る
、
と
い
つ
た
よ
う
な
強
い
意
向
・決

新
会
長

（Ｓ
４．
年
卒
）
に
バ
ト
ン
タ
ツ
　

立思
が
新
会
長
の
挨
拶
の
中
で
も
推
察
さ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
建
友
会
に
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
協

力
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
五
月
の
総
会
に
は
、
例
年

に
も
増
し
て
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
に
て
、

賑
や
か
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す

こ
こ
数
年
来
、
役
員
、
当
番
幹
事
の
最
大

努
力
目
標
で
あ
り
ま
し
た
平
成
卒
の
会
員
の

参
加
者
も
、
平
成

一
桁
卒

３．
名
、
平
成
二
桁

卒

３８
名
、
計

６９
名
の
会
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
、．

当
番
幹
事
、
各
学
年
委
員
の
方
々

力
に
、
役
員

一
同
重
ね
て
お
礼

す
。
ま
た
、
十
月
に
は
恒
例
（

フ
コ
ン
ペ
が
、
北
山
Ｃ
Ｃ
に
て
秋

と

１０
組

の
参
加
者
に
て
開
催
す
る
こ
と

き
ま
し
た

）^
　

　

　

　

　

　

　

一＼
　
一ヽ

一＼

　
一ヽ

ヽ
■
メ

Ｓ
”
卒
の
大
先
輩
か
ら
Ｓ
６‐
卒
の
青
年
？

迄
、
和
気
あ
い
あ

い
に
楽
し
い
時
間
を
共
有

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
年
続
け
て
女

性
も
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
　

い

よ
い
よ
平
成
卒
の
参
加
者
が
待
ち
遠
し
い
と

こ
ろ
で
す

．
同
学
年
で
四
人
揃
え
る
こ
と
は
、

な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
、
私
た
ち
も
同
じ

で
す
．
し
か
し
先
輩
方
や
後
輩
た
ち
と
共
に

プ
レ
ー
す
る
こ
と
は
、
交
流
も
広
が
り
、
い

ろ
い
ろ
と
学
ぶ
こ
と
も
多
く
と
て
も
有
意
義

で
す
。
今
年
は

１２
～

‐５
組

の
コ
ン
ペ
に
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。　
一
人
で
も
多
く
の
方

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

就
職
状
況
に
つ
い
て
は
、
毎
年
求
人
数
や

内
定
率
の
減
少
に
気
を
揉
ん
で
い
ま
す
が
、

昨
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
が
さ
ら
に
重

要
視
さ
れ
、
就
職
希
望
者
は
全
員
参
加
と
い

う
方
針
の
も
と
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
忙

し
い
中
ご
負
担
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
・５
社
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
周
知
の

と
お
り
合
同
同
窓
会
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

幹
事
は
粋
星
会
と
建
友
会
で
す
。

轟
　
籍
絆
も
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
、
何
卒
よ

準
優
勝
　
個
人
▽
大
神
猛
Ｓ
４５
・団
体
▽
Ｓ
２９
・
３０

チ
ー
ム
（石
田
治
巳
、
末
円
和
広
、
古
賀
清
司
、石

橋
賓
Ｙ
ｋ
ア
イ
ー
ス
▽
守
谷
美
紀
Ｓ
５５
）

〔・〔・〔・〔・【・〔・〔・CI=〔・CI・ 〔・〔口〔・〔・〔ヨCI“ 〔口〔・〔コ〔薔〔口〔■〔ロモ 〔・〔口〔・〔・〔“〔・〔口〔=
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あ

け

ま

し

て

お

め

で
と
う

ご
ざ

い
ま

す

会
長
就
任
後
初
の
機
友
会
総
会
を
昨

年
九
月
二
十
五
日

（土
）
に
福
岡
国
際

ホ
ー
ル
に
於
て
開
催
、
Ｓ
５４
年
卒
の
当
番

幹
事
の
皆
さ
ん
が
半
年
以
上
も
前
か
ら
、

十
数
回
の
準
備
会
を
行
な
い
、
当
日
も

二
十
数
名
世
話
係
を
動
員
し
、
万
全

の

体
制
で
運
営
、
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

平
成
十
年
以
降
の
若
き
後
輩
も
、
二

十
数
名
出
席
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
で
も
平
成
十
七
年
卒

（
二
十
四
才
）

の
吉
田
君
は
遠
路
千
葉
よ
り
出
席
。
当

番
幹
事
に
手
み
や
げ
迄
持
参
し
、
申
し

訳
無
い
限
り
で
し
た
。

昨
年
十
月
九
日

（土
）
、
十
日

（日
）

二
日
間
に
亘
り
本
校

の
体
育
祭
が
開
催

さ
れ
、
来
賓
招
待
と
し
て
十
日

（
日
）

に
出
向
き
ま
し
た
。

生
徒
主
体
の
キ
ビ
キ
ビ
ハ
キ
ハ
キ
の

言
動
、
特
に
各
科
応
援
合
戦
は
目
を
見

張
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
絵
画
、
四
分
間

の
重
厚
華
麗
な
演
舞
は
感
動
の
連
続
で

し
た
。

成
績
発
表

の
後
は
、
感
極
ま

っ
て
女

糀
蝙
讀
蒻
袢

生
徒
も
涙
々
、
見
物
客

（
二
日
間
で
七

千
人
）
も
拍
手
喝
采
胸
が
熱
く
な
り
鳥

肌
が
立
ち
ま
し
た
。

「
目
指
せ
日
本

一
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

先
生
生
徒

一
丸
と
な

っ
て
頑
張

っ
て
い

ま
す
。
我
々
Ｏ
Ｂ
も
負
け
じ
と
後
方
支

援
を
―
ぜ
ひ
本
年
も
工
友
会
費

の
納
入

・
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一　

・
一

一

一

．

輯

鯰

第25回福岡
=
業轟絞緩友会総会・懇親会

平
成
二
十
二
年
度
総
会
同
窓
会
だ
よ
り

採
鉱
金
属
情
報
会
総
会
で
は
、
昨
年

十
月
二
日

（土
曜
日
）
に
天
神

の
福
新

楼

『泰
山
の
間
』
に
て
、
来
賓
を
含
め

約
九
十
名

の
皆
様

の
ご
出
席
を
得
て
、

平
成
二
十
二
年
度
総
会
同
窓
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

開
会

の
こ
と
ば
を
井
上
顧
間
、
物
故

者
の
黙
祷
、
来
賓
祝
辞
、
工
友
会
会
長

祝
辞
、
学
校
長
挨
拶
を

い
た
だ

い
た
う

え
で
、
会
計
及
び
監
査
報
告
を
行

い
、

出
席
者
の
皆
様

の
ご
賛
同
を
得
て
総
会

を
早
々
と
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
待
ち
に
待
っ
た
同
窓
会
を
、

井
上
顧
間
の
乾
杯
の
合
図
で
賑
や
か
な

宴
が
ス
タ
ー
ト
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ヨ
ン
で
は
、

博
多
ひ
ば
り
さ
ん
の
懐
か
し
い
歌
謡
曲

や
妖
艶
な
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
数
々
、
総

踊
り
で
は
ち
ょ
つ
ぴ
り
鼻

の
下
が
伸
び

た
先
輩
も

「
一

し
か
し
、
な
ん
と
言

っ
て
も
最
高

（採

鉱
）
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
太
鼓
の

音
に
合
わ
せ
た
校
歌
と
応
援
歌
の
大
合
唱
、

今
回
の
大
鼓
は
平
成
二
十
年

（情
報
工

学
科
）
卒
の
高
野
沙
也
香
さ
ん
、
採
鉱

の
伝
統
は
、
時
代
の
な
が
れ
で
科
の
名

称
は
、
”
採
‘‘
，，
金
‘‘
，，
情
“
と
様
変
わ
り

し
た
も
の
の
今
も
顕
在

＝
¨

来
年
は

『創
立
１
１
５
周
年
記
念
合

同
同
窓
会
』
で
会
う
こ
と
を
誓

っ
て
散
会
、

そ
こ
に
は
同
じ
校
門
を
く
ぐ

っ
た
勇
姿

の
面
々

（幕
）

平
成
二
十
二
年
度
総
会
が
盛
会
裡
に

開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
同
窓
生
の

皆
様
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
の
ひ
と
か

た
な
ら
ぬ
ご
支
援

ょ
」協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の
政
治

・

経
済
情
勢
が
混
迷
す
る
な
か
、
同
窓
生

の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

(1[・ (1[・ (・ (・ 〔・〔・〔・(・ (“ 〔・〔口〔・〔・〔・〔口〔・〔・ CI・ 〔=⊂・〔・ CI菫 〔口〔●⊂口(1[・ 〔・〔菫⊂口〔=〔・ CI・
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ム

会

倉

争
奪

隆

母
校
は
い
つ
ま
で
も
か
け
が
え
の
な

い
懐
か
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
も
卒
業
さ
れ
た
後
、
同
窓
の
よ

し
み
が
ど
ん
な
に
深

い
つ
な
が
り
を
も

つ
も
の
か
、
よ
く
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
こ
の
学
び
舎
に
共
に
育
っ

た
者
同
士
は
全
国
各
地
さ
ら
に
世
界
の

各
国
に
あ

っ
て
も

い
つ
ま
で
も
手
を

つ

な
い
で
絆
を
大
切
に
し
、
助
け
合

っ
て

い
き
た
い
と
願
う
の
は
、
私
ば
か
り
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
目
的
の
た
め
に
、
我
々
執
行
部

は
当
番
幹
事
を
筆
頭
に
各
ク
ラ
ス
の
幹

事
の
皆
様
と
と
も
に
化
友
会
を
強
化
し
、

活
用
し
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
会

の
存
続
は
会
員
お

一
人
お

一
人
の
ご
協

力
な
く
し
て
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
総
会

へ
の
ご
参
加
と
会
費
納
入
の
ご
協
力
を

お
願

い
申
し
あ
げ
て
新
年
の
ご
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ヒ
ノ
ク

化
友
会
の
絆

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
化
友
会

へ
の
多
大
な
ご
支

援
を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
も
滞
り
な
く
総
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総

会
で
は
懐
か
し
い
恩
師
を
囲
み
、
先
輩

後
輩
な
ど
と
と
も
に
旧
交
を
温
め
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
二
人
○
枚
も
の
ハ
ガ

キ
を
会
員
か
ら
頂
き
、
化
友
会

へ
の
熱

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
会
場
で
披
露
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
参
加
さ
れ
た

会
員
皆
様
の
心
の
底
に
響
く
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
多
数
あ
り
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
総

会

へ
の
参
加
者
が
毎
年
減
り
続
け
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
工
友
会
費
、
化
友
会

費
な
ど
の
納
付
率
が
非
常
に
悪
化
し
て

お
り
ま
す
。
工
友
会
八
課
の
ワ
ー
ス
ト

ニ
に
甘
ん
じ
て
い
る
現
状
で
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
会
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
私

は
い
つ
化
友
会
が
崩
壊
し
て
も
お
か
し

く
な
い
と
危
倶
し
て
お
り
ま
す
。

神

ざ

／
／

一４

嗜

1臓
.

環

電
友
会
の

一
つ
の
理
念

日
本

一
の
福
工
支
援
の
会
に
し
よ
う

二
つ
の
目
的

①
社
会
貢
献

（母
校

へ
物
心
両
面
の
支

援
を
す
る
）

②
同
窓
会
の
活
性
化

（
２
０
０
名

の
参

加
の
合
同
同
窓
会
の
開
催
）

電
気
科
卒
業
生
の
２４
回
合
同
同
窓
会
を
、

２
０
１
１
年
８
月

２６
日
１８
時
、
天
神
平

和
楼
に
て
、
２
０
０
名
規
模
に
て
開
催

し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

昨
年
度
は
、
年
度
ご
と
に
、
恩
師
あ

て
に
寄
せ
書
き
を
作
成
、
卒
業
依
頼
の

写
真
撮
影
し
、
数
十
年
ぶ
り
に
恩
師
に

対
面
、
色
紙
を
贈
呈
し
、
感
動
の
同
窓

会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加

の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

当
会
は
、　
一
つ
の
理
念

「
日
本

一
の

福
工
支
援
組
織
を
目
指
す
」
。
二
つ
の

目
的

一社
会
貢
献
、
同
窓
会
の
活
性
化
」

の
も
と
、
今
年
度
は
、
１
回
幹
事
会
を

６
月
１
日
協
議
内
容
　
①

２２
回
総
会
担

当
幹
事
４９
年
上
野
、
野
元
さ
ま
へ
の
お
礼
、

２３
回
総
会
の
準
備

５０
年
度
卒
担
当
幹
事

谷
日
、
河
野
さ
ま
中
心
に
進
め
る
。
②

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
、
Ｈ
Ｐ
を

６２
年
卒

小
笠
原
さ
ま
に
作
成
頂
き
ま
し
た
。
２

回
幹
事
会
６
月

２５
日
開
催
　
①
愛
す
る

母
校

へ
、
も
の
づ
く
り
九
州
大
会
支
援

金
支
給

（
４２
木
村
さ
ま
）
②
電
友
会
各

年
度
幹
事
案
を
出
す
。
同
窓
会
の
参
加

者
名
簿
を
作
成
し
て
活
性
化
を
は
か
る

第

一
歩
と
す
る
。

（
５４
卒
宮
島
様
中
心

に
各
年
度
幹
事
）
　

第
３
回
幹
事
会
を

７
月

２０
開
催
、
年
度
幹
事
さ
ま
を
以
下

を
募
集
し
て
い
き
ま
す
。
電
友
会
の

一

つ
の
理
念
、
二
つ
の
目
的
と

い
う
志
を

共
有
さ
れ
る
方
に
、
各
ク
ラ
ス
単
位
に
て
、

同
窓
会
担
当
幹
事
事
務
局
迄
お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
志
、
高
い
電
友
会
で
、

同
窓
会
世
話
人
を
社
会
貢
献
と
し
て
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
二
度
と
な

い

人
生
、
我
の
事
よ
り
、
利
他

の
心
を
母

校
の
友
と
、
年

一
度
の
出
会

い
で
語
り

ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

高
杉
新
作
が
よ
ん
だ
詩
で
す

『面
白
き

事
も
な
き
世
に
面
白
く
住
み
、
な
す
も

の
は
心
な
り
』

〔 “ 〔
口
〔
口
【
饉
〔
口
〔
口
〔・ 〔

口
〔
口
⊂・ 〔 “ 〔

・ 〔 “ 〔
饉
CI■ 〔

●
CI・ Cl・ 〔・ 〔・ (・ 〔

腱
〔
■
〔
●
〔・ 〔・ 〔

腱
〔
口
CI・ 〔

口
〔
日
〔
日
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蘊
眈
偏
糀
輔
鶉
鶉
蝙
鼈
褥

会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日
頃
か
ら

”福
工
土
木
の
会
“
の
活
動

に
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
あ
り
が
と

よヽ

」
ざ
い
ま
す
。

本
年
は
三
年
に

一
度
の
土
木
の
会
総

会
の
年
で
あ
り
ま
す
が
、
母
校
の
合
同

同
窓
会
が
本
年
６
月

２５
日

（土
）
に
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
土
木
の
会
総
会
は
順

延
し
、
合
同
同
窓
会
で
皆
様
と
お
会

い

す
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成

２２
年
に
都
市
工
学
科
を

卒
業
さ
れ
た
新
会
員
の
方
々
の
進
路
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
会

員
の
皆
様
の
益

々
の
ご
活
躍
を
応
援
し

ま
す
。

都
市
工
学
科
平
成

２．
年
度
卒
業
生

進
路

一
覧

（Ｈ

２２
、
３‐
卒
業
）

東
京
ガ
ス
（株
）
、
矢
西
建
設
（株
）
、
日

本
ウ
エ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
、

日
本
通
運
（株
）
九
州
重
機
建
設
支
店
、

東
京
水
道
サ
ー
ビ
ス
（株
）、
（株
）
ア
ス
コ

ム
、
（株
）
竹
中
土
木
　
九
州
支
店
、
小
田

急
電
鉄
（株
）
、
飯
田
建
設
（株
）、
麻
生

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
、
近
畿
大
学

産
業
理
工
学
部
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
、
フ

ラ
ン
ス
菓
子

１６
区
、福
岡
県
警
察
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
、
松
尾
建
設
（株
）
、

九
州
総
合
建
設
（株
）、
西
日
本
鉄
道
（株
）、

オ
ー
シ
ャ
ン
ロ
ー
ド
（株
）
、
（株
）
ケ
イ

・

エ
ス

・
ケ
イ
、
信
幸
建
設
（株
）、
福
岡
大

学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
学
科
、

麻
生
工
科
自
動
車
大
学
校
、
九
州
電
力
Ｃ
り
、

福
岡
経
済
大
学
経
済
学
部
経
営
法
学
科
、

高
嶋
ワ
ー
ク
ス
（有
）
、
（株
）
九
建
、
（株
）

ト
マ
ッ
ク
、
麻
生
公
務
員
医
療
専
門
学

校
福
岡
校
、
麻
生
外
語
観
光
＆
製
菓
専

門
学
校
、
三
菱
重
工
業

（株
）
長
崎
造
船

所
、
九
州
共
立
大
学
ス
ポ
ー
ツ
学
部
ス
ポ
ー

ツ
学
科
、
九
州
産
業
大
学
工
学
部
都
市

基
盤
デ
ザ
イ
ン
エ
学
科
、
西
日
本
短
期

大
学
緑
地
環
境
学
科
、
木
部
建
設
（株
）
、

福
岡
市
管
工
事
協
同
組
合
、
九
州

ニ
チ

レ
キ
エ
事
（株
）
、
福
岡
市
役
所
（土
木
技

術
）

電

た

会

倉

坂
本
資

『電
志
会
』
会
長
を
拝
命
し
て

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
前
牟
田
修

一
会
長
の
後

任
と
し
て

『電
志
会
』
会
長
を
仰
せ
付

か
り
ま
し
た
、
昭
和
四
十
三
年
卒

の
坂

本
俊
夫
で
す
。
前
牟
田
会
長
が
六
年

の

長
き
に
亘
り

『電
志
会
』

の
発
展
の
為

に
尽
く
し
て
来
ら
れ
た
活
動
は
、
会
員

相
互
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を

広
め
高
め
る
こ
と
を
第

一
日
標
に
取
り

組
ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
旨
に

賛
同
し
た
者
は
、
時
間
の
許
す
限
り
、

大

い
に
参
加
し
、
語
り
合

い
ま
し
た
。

私
も
そ
の

一
人
と
し
て
、
こ
の
精
神
を

引
き
継
ぎ

『電
志
会
』

の
存
続
維
持
に

微
力
乍
も
尽
く
し
た
い
と
、
改
め
て
気

持
ち
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

電
子
科

（現
電
子
工
学
科
）
は
、
昭

和
四
十

一
年
卒
か
ら
平
成
二
十
二
年
卒
迄
、

約
千
八
百
人
規
模
に
為
り
ま
し
た
。
最

初

の
卒
業
生
は
六
十
四
歳
に
成
ら
れ
、

他
所
の
科
と
年
齢
構
成
が
段

々
と
同
じ

に
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

『電

志
会
』
の
結
束
力
は
、
『集
ま
り
』
参
加

率
か
ら
見
て
も
、
平
均
十
五
名
程
度
で
す
。

『電
志
会
』
そ
の
も
の
の
魅
力
が
今

一
無

い
と
言
う
こ
と
に
為
り
ま
す
。

こ
の
問
題
を
払
拭
す
る
た
め
に
は
、

在
校
生
の
時
か
ら

『電
志
会
』

の
存
在

と
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
『電
志
会
』

の
集
ま
り
に
参
加
す
れ
ば
、
自
分
達
の

社
会
生
活
、
人
生
設
計
に
於

い
て
価
値

あ
る
情
報
が
得
ら
れ
る
場
所
、
気
軽
に

相
談
出
来
る
場
所
、
に
す
る
こ
と
。
そ

の
方
向
に
少
し
で
も
近
づ
く
様
、
先
ず

は
こ
の
一
年
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
会
員
皆
様
の
御
協
力
と
御
支
援

を
賜
り
ま
す
様
、
宜
し
く
お
願

い
致
し

ま
す
。
最
後
に
会
員
皆
様
の
今
後
の
御
健
康

と
御
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

早
速
、
次
の
集
ま
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

是
非
参
加
し
て
下
さ
い
。

①

『
電
志
会
』
懇
談
会

日
時
　
平
成
２３
年
１
月
１０
日
（月
）
１７
時
～

場
所

『
わ
ざ
わ
ざ
』
博
多
本
店

駅
東
１
の
１２
の
１２

電
話
　
０
９
２
１
４
３
２
１
７
３
０
２

②

『
電
志
会
』
総
会

日
時
　
平
成
２３
年
３
月
２６
日

（土
）

１６
時
～

場
所
　
福
岡
工
業
高
校

視
聴
覚
教
室

（終
了

後
飲
会
有
）

①
②
連
絡
先

０
８
０
１
３
３
７
４
１
９
４
（大
谷
）
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靱
祠
琲
鶉
祠
蝙

創
設
三
十
周
年
記
念
合
同
同
窓
会
を
開
催
―

ど
う
し
て
も

”
福
工

へ
進
学
し
た

い
“

糸
島
支
部

の
学
校
訪
問

糸
島
工
友
会
で
は
七
月
二
十
五
日
、

本
校
の
ご
協
力
も
得
て
中
学
生
の
進
学

支
援
活
動
の

一
環
と
し
て
今
年
も
学
校

訪
間
を
実
施
し
ま
し
た
。

貸
切
バ
ス
ニ
台
に
糸
島
地
区
と
福
岡

市
西
区
の
中
学
校
か
ら

２５
名
の
生
徒
と

父
母
が
参
加
。
機
械
工
学
科
や
電
子
工

学
科
な
ど
で
先
生
の
説
明
を
受
け
た
後
、

３
Ｄ
キ
ャ
ド
を
使

っ
た
簡
単
な
実
習
な

ど
に
挑
戦
。

参
加
し
た
前
原
西
中
の
国
武
君
は
感

想
文
の
な
か
で

「
こ
れ
ま
で
漠
然
と
福

工
に
進
み
た
い
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
が
、

見
学
会
に
参
加
し
て
と
て
も
良
く
わ
か
つ

た
。
ま
す
ま
す
福
工
へ
行
き
た
く
な
っ
た
。

残
さ
れ
た
時
間
を

一
生
懸
命
に
勉
強
し

て
必
ず
や
合
格
し
た
い
」
と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
試
験
セ
ン
タ
ー
を
見
学

糸
島
を
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拠
点
に
！

糸
島
市
内
に
は
、
家
庭
用
燃
料
電
池

シ
ス
テ
ム
を
集
中
的
に
設
置
し
た
世
界

最
大
の

「水
素
タ
ウ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

九
州
大
学
の
移
転
と
あ
い
ま

っ
て
福
岡

県
の
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
会
議
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
糸
島
市
を
中
心

に
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
中
小
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
か
ら
も
ち
こ
ま
れ
る
燃
料
電
池
関

連
製
品
の
研
究
試
験
を
行
う
施
設
を
県

が
糸
島
市
内
に
国
内
で
初
め
て
開
設
し

ま
し
た
。
水
素
自
動
車
に
積
載
す
る
ボ

ン
ベ
な
ど
の
耐
圧
試
験
や
製
品
の
耐
久

・

圧
力
試
験
な
ど
を
行
い
海
外
か
ら
も
大

変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

そ
の
試
験
セ
ン
タ
ー
を

１１
月
に
役
員

全
員
で
見
学
、
参
加
し
た
役
員
か
ら
は

水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
研
究
に
改
め

て
非
常
に
興
味
を
も

つ
た
、
将
来
の
企

業
戦
略
と
し
て
ぜ
ひ
検
討
し
た
い
と
の

感
想
も
。

昨
年
四
月
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
下

薗
正
博
会
長
の
勇
退

（会
長
職
二
十
五

年
余
）
の
申
し
出
に
よ
り
、
後
任
の
会

長
に
就
任
致
し
ま
し
た

「
昭
和
四
十
七

年
機
械
科
卒
業
」
の
大
村
秀
幸
と
申
し

ま
す
。
初
代

上
一代
と
電
気
科
の
先
輩
方

が
勤
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
こ
の
度
不

肖
私
ご
と
き
が
バ
ト
ン
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
多
く
の
先
輩
諸
兄
の
ご
支
援

・

ご
協
力
を
仰
ぎ
甚
だ
微
力
な
が
ら
次
の

時
代
を
担
う
方

へ
の
バ
ト
ン
を
引
き
渡

す
ま
で
職
を
全
う
致
し
た
く
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
顛
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
八
月
に
本
会
有
志
の
方
々
と

申
し
合
わ
せ
て
い
ま
し
た

『会
創
設
三

十
周
年
記
念
合
同
同
窓
会
』
の
開
催
を

昨
年
四
月
二
十
四
日

（土
Ｙ

八
仙
閣
に

お
い
て
、
恩
師
の
先
生
方
を
お
招
き
し
、

出
席
者
は

一
不
景
気
及
び
同
窓
生
の
高

齢
化
」
で
今

一
つ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

懐
か
し
い
恩
師
と
の
在
校
時
の
思
い
出

話
に
花
が
咲
き
、
最
後
に
次
回
の

『合

同
同
窓
会
』
を
平
成
二
十
四
年
に
開
催

す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
宴
を
閉
じ
た
。

な
お
、
今
後
の
会
運
営
に
つ
い
て
は

『常

任
幹
事
会

（十
四
名
と

を
設
置
し
対
処

す
る
こ
と
と
今
回
の

『合
同
同
窓
会
』

で
承
認
さ
れ
た
。
本
校
先
輩

の

（故
）

参
議
院
議
員
松
本
英

一
先
生
か
ら
寄
贈

頂

い
た

『会
旗
事

の
下
、
平
成
二
十
四

年
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
―
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口
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進
路
状
況
に
つ
い
て

就
職
難
の
中
、
続
々
内
定
！

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ツ
ク
以
来
、
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
求
人
数
は
、
今
年
も
回
復
せ
ず
、
昨

年
よ
り
更
に
十
五
％
ほ
ど
減
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
た
だ
、
本
校
か
ら
例
年
就
職
し
て
い

る
企
業
か
ら
の
求
人
は
、
さ
ほ
ど
減
ら
な
か

っ
た
た
め
、
応
募
す
る
企
業
が
足
り
ず
に
困

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高

卒
の
求
人
倍
率
は
、
全
国
平
均

○

・
八
七
倍

（九
月
末
）
に
対

四

し
て
、
本
校
は
約
三

・
四
倍
の

求
人
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
大
学
卒
の
就
職
内

定
率
が
六
割
に
達
し
て
い
な
い

と
聞
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

本
校
は

一
次
応
募
で
七
五
％
が

内
定
し
、
十

一
月
十
九
日
現
在

で
、
九
六
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

東洋水産欄  九州事業部
トキ ワエ業 榊
独立行政法人 国立印刷局 岡山工場
凸版印刷 佛
凸版印刷嫌  西 日本事業部
蠅 トッノヽンコミュニケーションプロダクツ

巾 トッパンコミ■ 4rションカ ダクツ福Fulェ場

と
少
な
い
の
で
す
が
、
二
十
の
公
共
団
体
に

一
次
合
格
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
現
在
二

名
が
福
岡
市
、
三
名
が
自
衛
隊
曹
候
補
士
内

定
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

進
学
に
つ
い
て
は
、
高
専
に
延
べ
二
十
名
、

私
立
大
学
に
も
す
で
に
三
十
九
名
が
合
格
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
受
験
す
る
生
徒
も

多
く
い
ま
す
。

さ
て
、
工
友
会
の
皆
様
方
に
は
毎
年
、
三

年
生
の
進
路
宿
泊
研
修
や
二
年
生
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ツ
プ
等
で
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
い

ま
す
。
後
輩
の
た
め
と
は
い
え
、
い
つ
も
快

く
ご
協
力

い
た
だ
き
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

来
年
も
、
同
時
期
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
依
頼
申
し
上
げ
た
折
は
、
ご
協

力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
達
進
路
指
導
部
は
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒

全
員
の

「進
路
実
現
」
に
向
け
て
全
力
で
邁

進
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
本
校
進
路
指
導

に
対
し
ま
し
て
、
卒
業
生
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

進
路
指
導
　
山
口
敏
廣

■
進
学
指
導
に
つ
い
て

本
年
度
、
大
学

・
短
大

・
高
専

へ
の
進
学

を
希
望
し
、
早
朝
補
習
を
受
講
し
て
い
る
生

徒
は
九
十
五
名
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
や
自

己
推
薦
受
験
を
含
め
る
と
、
百
名
前
後
の
生

徒
が
、
進
学
を
希
望
し
て
勉
学
に
励
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
高
専
編
入
試
験
は
時
期
が
早
く
、

有
明
高
専
な
ど
す
で
に
十

一
名
が
合
格
し
て

い
ま
す
。

私
立
大
学
進
学
に
関
し
て
は
多
く
の
生
徒

が
指
定
校
枠
で
進
学
し
ま
す
が
、
今
年
は
福

岡
大
学
工
学
部
か
ら
新
規
三
名
の
枠
を
頂
く

な
ど
、
高
大
連
携
を
深
め
、
高

い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

トヨタ自動車 佛
トヨタ 自動車九州 欄

鞠豊 田自動織機
西 日本プ ラン トエ業 蜘
西 日本旅客鉄道 輸 (JR西 日本 )
ltl日 建積算
日産 自動車 鞠
日鉄 オフショアコンス トラクション輸
日特建設備
日本タ ングステ ン棘
日本通運鞠  福 岡海運支店
日本 レス トランシステム蜘
日本エ レベーター製造 蜘 福 岡営業所
日本 コー ンス ターチ呻 衣浦事業所

蠅 日本テクノス

抑 日本デ ジタル研究所
日本冶金工業 備  川崎製造所
長谷川体育施設 鞠
八光 オー トメー シ ョン鞠

中 日立エンジエアリ)ιだ・アンドサービス

日立 コンシューマ・マーケテ ィング仰
蜘 日立産機 システム

鞠 日立製作所  情報制御 システム社
中 日立製作所 情報・通信 シ ステム社
蜘 日立製作所  日立事業所
喘 日立製作所 RAIDシ ステム事業部
輛 日立ブ ラン トテ ク ノロジー

峠 日立 プラントテクノロジー上浦事業所
1掬 ビックカメラ
鰊福 岡電設
福 岡 日信電子 備

嶼福東電設
鞠 フクネツ
欄藤金工務店

仰富士ピー・エス

富士 フイ ルム RIフ ァーマ帥
鞠平禾Π電興
蜘本 田技術研究所 四輪R&Dセ ンター
ttl前 川製作所  九州支店
松尾建設 嶼
三井化学 機  市原工場
蜘三井ハイテ ック
三菱重 工業欄  長崎造船所
三菱重工業欄名古屋航空宇宙システム製作所
三菱電機 FA産業機器鞠
三菱電機 lFll通 信機製作所
三菱電機欄パ ワーデバイス製作所
三菱電機 l1711 姫路製作所
向井建設帥
仰 明月堂
山崎製バ ン輸
llllや まや コミュニケー ションズ

計 170名

公務員採用試験 (1次合格 )
防衛 lL種 .rt験            1
福 岡市役所  行政技術 (建築 )    2
東京消防庁             2
佐賀広域消防婦           2
糸島市消防本部           1
広島市消防署             1
福 岡県警察官             4
自衛隊 航空学生           1
自衛隊  一般曹候補生        3
自衛隊  自衛官候補生        3

延べ  20名

(内 定 )
自衛隊 一般曹候補生
自衛隊  自衛官候補生

延べ  6名

香チ:1高等専 Fl学校
新居浜工業高等専 F5学校

延べ  11名

こ
の
社
会
情
勢
の
中
で
、
こ
れ

だ
け
の
求
人
と
内
定
を
頂
け
る

の
も
、
卒
業
生
の
皆
様
が
、
各

業
界
で
し

っ
か
り
活
躍
さ
れ
、

ま
た
、
高
い
評
価
を
得
ら
れ
て

い
る
か
ら
こ
そ
と
思
い
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
公
務
員
関
係
で
す
が
、

本
校
の
公
務
員
希
望
者
は
九
名

IHI運搬機械 欄
アイエ ックス・ナ レッジ蜘
アイ シン精機 鞠
旭硝子仰  千葉工場
鰊 アサ ヒファシ リテ ィズ

榊 アベ ックス西 日本
飯 田建設 巾
備 伊佐工務店
伊東ホテル衆楽

梅林建設 帥
ANA FESTA鞠
欄エ ヌ・ エ フ・ テ ィ
鞠 エヌ ジェイ・ アール福 岡
欄荏原製作所
オー シャンロー ドlel・

仰 オー トバ ックス福 岡
鞠大林組
小田急電鉄 欄
欄 カ トー精工

紀伊産業蜘  鳴官工場
枷 キ ューキ
鰊 九建
九州計装エ ンジエア リング 爛
九州三建サー ビス鞠
九州製氷 腑
九州電力鞠
九州バ ッケー ジ欄
九州 ビルウェア鞠
1株九州 フジバ ン

欄 九州ユニテ ィー

九州旅客鉄道 鞠 (JR九 州 )
嶼 九電工

鰊キ ューヘ ン

京三エ ンジニ ア リングサー ビス鞠
京三電設工業 蜘
協和通信建設□
空調技研工業 欄

い クボタ
グロー リー 鞠
鵬 ケイ エ ス・ ケイ
高周波熱錬 鞠

嶼神戸製鋼所  加古川製鉄所
西部ガス欄
西部ガ スエネルギ ー鞠
二軌建設 鞠
株産機 テクノサー ビス

嶼サ ンセ イメンテナ ンス
ジェイアー ル九州 メンテナ ンス欄
嶼 ジェイアール西 日本新幹線テ クノス

帥 JR西 日本テクシア
JFEス テール喘西 日本製鉄所
シャープエ ンジニ ア リング llll

シャープ ドキュ メン トシステム佛

昭永ケ ミカル l14 福 岡工場
昭和 自動車 llk

昭和鉄工 仰

信幸建設 蜘
進興設備工業 帥
新 日本ホームズ llF

住友化学 帥  千葉工場
llll住 友金属小倉
西部電気工業 柳
腑 清和
嶼 ソー ワコーポ レー シ ョン

第一精工 巾

第一電建 曲

大成 El」刷 腑
ダイセル化学工業 仰
大同特殊鋼 腑
鞠太平環境科学セ ンター

高杉製薬 媚
鞠武 田メガネ
腑竹 中 t木
崎千鳥鰻頭総本舗
rFlデ ジオ ン

腑デ ンソー

東京ガス嶼
東京水道サー ビス鞠
東芝エ レベー タ蠅  九州支社
開東芝 京浜事業所
嶼 トーモク 浜松 工場

3
2
4
1

1

1

国立 高 等 専 門学 校  編 入 試験 合格

有明工業高等専門学校
北九州工業高等専門学校
佐世保工業高等専門学校

1

1

1

1

2
1

1

3
1

受  験  先       l人 数

受 験 先    l人 数
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本
校
の
進
学
指
導
で
最
も
重
要
視
し
て
い

る
の
は
、
基
礎
学
力
の
養
成
と
、
専
門
教
科

学
習
の
動
機
づ
け
で
す
。

現
在
の
三
年
生
に
は
昨
年
度
の
十
二
月
よ

り
、
①
基
礎
学
力
育
成
の
た
め
の
早
朝
補
習
、

②
国
立
大
学

・
高
専
合
格
の
実
力
養
成
を
図

る
放
課
後
補
習
、
③
学
習
到
達
度
を
確
認
す

る
た
め
の
校
内
模
試
、
と
い
っ
た
学
習
指
導

を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

各
大
学
の
関
係
者
か
ら
は
、
本
校
の
卒
業

生
を
大
変
高
く
評
価
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

ひ
と

つ
は
出
席
率
が
抜
群
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
本
校
の
日
頃
の
指
導
の
賜

だ
と
思
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
専
門
に
対

す
る
関
心
が
深
く
、
学
年
が
進
み
実
習
や
専

門
科
目
が
増
え
る
と
、
普
通
高
校
出
身
の
学

生
達
を
リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
生
徒
達
が
将
来
活
躍
で
き
る

よ
う
に
、
普
通
教
科
と
専
門
学
科
が

一
致
協

力
し
、
充
実
し
た
進
学
指
導
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

創
部

一
世
紀
近
く
な
る
、
伝
統
あ
る
部
活
。

今
年
は
四
季
ぶ
り
に
見
事
、
九
州
大
会
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

初
戦
は
興
南
高
校
で
し
た
。
い
っ
た
ん
は

リ
ー
ド
し
ま
し
た
が
、
８
１
４
で
敗
退
し
ま

し
た
。
来
年
度
こ
そ

「燃
え
ろ
福
工
　
目
指

せ
日
本

一
」

◆
卒
業
生

の
活
躍
◆

Ｈ
２‐
．
３
卒
業
　
中
島
　
卓
也

（日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

１０
月
１７
日
　
斗
山
戦
で
猛
打
賞
を
記
録
す

る
等
、
来
年
の
一
軍
入
り
を
期
待
さ
れ
る
。

（北
海
道
の
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
に
掲
載
）

Ｈ
２‐

．３
率
坐
不

三
嶋

　
一
輝

（法
政
大
学
２
年
）

リ
ー
グ
史
上
最
速
タ
イ
の

１
５
５
キ
ロ
を
た
た
き
出

し
た
。

◆
戦
績

（近
年
の
成
績
）

○
平
成
２。
年
度

４
月
　
第
１
２
２
回
九
州
地

区
高
校
野
球
大
会

（長

崎
県
開
催
）
優
勝

５
月
　
第
２．
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旗
選
抜
高
校
野
球
大

会
推
薦
出
場
　
優
勝

（２
連
覇
）

７
月
　
第

９０
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

大
会
福
岡
大
会
進
出

（県
ベ
ス
ト

ー６
）

（シ
ー
ド
校
）

３
月
　
平
成

２０
年
度
　
福
岡
地
区
公
立
高
校

大
会
　
準
優
勝

○
平
成
２．
年
度

７
月
　
第

９．
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

大
会
福
岡
大
会
進
出

（
２
回
戦
）

Ｈ
月
　
第
１
２
５
回
九
州
地
区
高
校
野
球
大

会
福
岡
県
南
部
大
会

（
３
回
戦
）

３
月
　
平
成

２‐
年
度
　
福
岡
地
区
公
立
高
校

大
会
優
勝

３
月
　
第
１
２
６
回
九
州
地
区
高
校
野
球
大

ム
ム
　
福
岡
県
大
会

　
準
優
勝
‥
九
州
大

入
ム
ヘ

○
平
成
２２
年
度

４
月
第
１
２
６
回
九
州
地
区
高
校
野
球
大
会

出
場

（福
岡
県
北
部
開
催
）
（
２
回
戦
Ｖ

Ｓ
興
南
）

５
月
　
第

賀
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旗
選
抜
高
校
野
球
大

〈
ム
　

（ベ
ス
ト
４
）

６
月
　
福
岡
県
高
等
学
校
主
催
　
招
待
試
合

Ｖ
Ｓ
広
陵

（広
島
）

７
月
　
第

∞
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

大
会
福
岡
県
南
部
大
会

（２
回
戦
）

（シ

ー
ド
校
）

９
月
　
第
１
２
７
回
九
州
地
区
高
校
野
球
大

会
福
岡
県
南
部
大
会

（
２
回
戦
）

１０
月
　
平
成

２２
年
度
　
福
岡
地
区

一
年
生
大

会

（ベ
ス
ト
８
）

Ｈ
月
　
平
成

２２
年
度
　
福
岡
地
区
公
立
高
校

大
会
優
勝

09春: 5 3勝 0敗   7  3  9  0  0 000
09fl: 5 1勝 1敗 101  7 12  6  3 261
10春: 8 0勝 1敗 23  13 21 13  1 039(1位 )

10秋: 6 3勝 0敗  322 27 32  8  8 220(5位 )

試合 勝敗 回数 被安 奪三 四死 自責 防御率
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今
年
度
は
、
１７
年
ぶ
り
三
回
目
の
全
国

制
覇
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
結
果
は
、
工
友
会
を
は
じ
め
、
諸
先
輩
方

の
日
頃
よ
り
の
ご
理
解

ょ
」
協
力
の
賜
物
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
チ
ー
ム
は
、
決
し
て
体
格
に
恵
ま

れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
秀
で
た
能
力
が

あ
っ
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
、
高

い
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
し
、
根
気
よ
く

「全
国
制
覇
」
と
い
う
夢
を
追
い
か
け
た
結

果
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
「強
い
チ
ー
ム

が
勝
つ
の
で
は
な
く
、
勝
っ
た
チ
ー
ム
が
強

い
ん
だ
！
」
「俺
た
ち
は
野
武
士
な
ん
だ
！
」

と
、
い
つ
も
生
徒
達
に
檄
を
飛
ば
し
て
き
ま

し
た
ｃ
屋
内
プ
ー
ル
も
な
く
、
水
温

１３
度

か
ら
プ
ー
ル
に
入
り
、
凍
て
つ
く
水
の
中
、

極
限
の
状
態
で
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

う

い
う
恵
ま
れ
な
い
環
境
の
中
で
勝
ち
取

っ

た
今
回
の
優
勝
は
本
当
に
感
動
的
で
し
た
＾

初
戦
か
ら

一
点
を
争
う
接
戦
で
、
二
回
戦
で

は
前
年
度
優
勝
校
を
破
り
、
準
決
勝

・
決
勝

は
延
長
戦
を
も
の
に
し
て
全
国
の
頂
点
に
昇

り
ま
し
た
。
強

い
チ
ー
ム
で
は
な
く
、
「
勝

つ
テ
ー
ム
」
、
そ
し
て

「負
け
な
い
チ
ー
ム
一

作
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
実
証
で
き
、

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
「
チ
ー
ム
Ｆ
Ｕ

Ｋ
Ｋ
Ｏ
」
の
文
字
を
胸
に
抱
き
、
そ
し
て
先

輩
方
、
学
校
で
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
仲
間

・

先
生
方
の
強
い
気
持
ち
を
背
中
に
感
じ
、　
一

戦

一
戦
強
く
な
る
選
手
達
に
胸
が
熱
く
な
る

思
い
で
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
覇
権
を
譲
る
こ
と
な
く
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援

ょ
」
協
力
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
水
球
部
　
中
嶋
　
崇
光

（平
成
二
年
度
　
繊
維
工
業
科
卒
）

第
１０
回

九
州
地
区
高
等
学
校

工
業
系
生
徒
研
究
成
果
発
表
大
会

電
を丸
工
学
科
王
任

富

水ヽ

英

二

「磁
気
浮
上
を
追
い
求
め
て
」
～
磁
気
浮
上

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
研
究
と
応
用
装

置
の
開
発

～
　
と
い
う
課
題
研
究
で
取
り

組
ん
だ
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
メ

ン
バ
ー
は
、
電
気
工
学
科
３
年
　
　
土目
木
真

人
、
坂
本
龍
汰
、
徳
永
昂
史
、
村
上
雅
裕
、

山
下
恭
平
、
以
上
５
名
、
磁
気
浮
上
技
術
研

究
グ
ル
ー
プ
の
諸
君
で
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
宮
崎
県
で
行
わ
れ
る
大

会
で
し
た
が
、
口
蹄
疫
畜
産
被
害
の
あ
お
り

を
受
け
て
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
不
安
の
中
で

装
置
の
製
作
や
発
表
練
習
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
九
州
地
区
の
工
業
高
校
の
校
長
先
生
方

や
事
務
局
の
先
生
方
の
御
尽
力
に
て
、
急
遠

熊
本
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
優
勝

を
目
指
し
て
い
た
私
た
ち
は
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

昨
年
度
福
岡
県
大
会
を
制
し
た
後
を
引
き

継
い
だ
現
メ
ン
バ
ー
達
は
、
３
月
か
ら
研
究

を
開
始
し
、
夏
の
大
会
に
間
に
合
う
よ
う
、

磁
気
に
関
す
る
勉
強
、
旧
メ
ン
バ
ー
が
開
発

し
た
装
置
の
再
現
、
新
装
置
の
開
発
と
製
作
、

発
表
の
練
習
と
、
わ
ず
か
５
ヶ
月
の
間
に
福

岡
県
大
会
の
時
よ
り
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

た
内
容
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
も

の
づ
く
リ
コ
ン
テ
ス
ト
九
州
大
会
電
気
工
事

部
門
で
、
電
気
工
学
科
３
年
、
西
山
拓
弥
君

が
入
賞
し
た
こ
と
も
大
き
な
励
み
と
な
り
、

そ
れ
だ
け
に
メ
ン
バ
ー
全
員
が
、
発
表
で
き

る
と
い
う
喜
び
を
開
発
装
置
の
素
晴
ら
し
さ

と
共
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
九
州
全
体

の
校
長
先
生
方
の
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
の

最
優
秀
賞
受
賞
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
発
表
大
会
出
場

に
あ
た
り
工
友
会
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
し
い
装
置
を
製
作
し

て
大
会
に
乗
り
込
も
う
と
意
気
込
ん
で
い
た

生
徒
た
ち
に
と
り
、
実
質
的
に
は
勿
論
の
こ

と
、
先
輩
方
か
ら
の
応
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
い
う
精
神
的
に
も
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
製
作
し
た
磁
気
浮
上
装
置
は
、

全
工
協
主
催
の
高
校
生
技
術
ア
イ
デ
ィ
ア
コ

ン
テ
ス
ト
に
出
品
す
る
予
定
で
、
現
在
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
感
謝
の

思
い
は
、
頑
張
り
に
繋
が
り
生
徒
た
ち
を
大

人
に
近
づ
け
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
紙

面
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

水
球
部

「全
国
制
覇
」
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平
成
２２
年
７
月
１８
日
、
熊
本
県
立
玉
名
工

業
高
等
学
校
に
お
い
て

「平
成
２２
年
度
第
９

回
高
校
生
も
の
づ
く
リ
コ
ン
テ
ス
ト
九
州
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
電
気
工
事
部
門
に
本
校

電
気
工
学
科
３
年
西
山
拓
弥
く
ん
が
福
岡
県

代
表
と
し
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

福
岡
県
大
会
で
は
株
式
会
社
九
電
工
の
指

導
員
の
方
に
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
指

導
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
も
あ
り
、
最
優
秀

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
九
州
大
会
電
気
工

事
部
門
に
お
い
て
本
校
は
初
出
場
で
あ
り
九

州
大
会
の
レ
ベ
ル
も
全
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま

浴

鶉

熙

で
し
た
が
、
福
岡
県
の
代
表
と
し
て
恥
じ
ぬ

よ
う
限
ら
れ
た
時
間
で
で
き
る
こ
と
を
精

一

杯
や
ろ
う
と
さ
ら
に
放
課
後
遅
く
ま
で
練
習

に
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
成
果
が
実
り
、
第
二

位
優
秀
賞
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
学
校
の
予
算

の
中
で
、
工
友
会
・電
友
会
の
ご
支
援
を

い

た
だ
け
な
け
れ
ば
、
練
習
に
必
要
な
材
料
を

十
分
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
満
足
の

い
く
練
習
が
で
き
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

材
料
の
こ
と
を
気
に
せ
ず
練
習
に
打
ち
込
め

る
と
い
う
の
は
、
本
当
に
生
徒
に
と

っ
て
幸

せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
　
こ
の
紙
面
を
お

借
り
い
た
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。第

９
回
高
校
生

も
の
づ
く
リ
コ
ン
テ
ス
ト

（化
学
分
析
部
門
）

九
州
大
会
に
参
加
し
て

福
岡
県
立
福
岡
工
業
高
等
学
校

環
境
化
学
科

平
成

２２
年

７
月

１７
・
‐８
日
に
熊
本
県
立
熊

本
工
業
高
等
学
校
で
開
催
さ
れ
た

一高
校
生

も
の
づ
く
リ
コ
ン
テ
ス
ト
九
州
大
会
」
に
環

境
科
学
科
三
年
田
島
朱
恩
さ
ん
が
福
岡
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

九
州
七
県
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
県
代
表
と
し
て

出
場
し
て
き
た
七
名
で
、
課
題

『中
和
滴
定

法
に
よ
る
試
料
水
中
の
酢
酸
の
合
有
率
を
求

め
測
定
結
果
報
告
書
を
提
出
す
る
。
』
と
い

う
内
容
の
分
析

（技
術
力
、
作
業
能
力
、
分

析
の
完
成
度
等
）
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
に
お
け
る
化
学
分
析
部
門
で
の
九
州

大
会
出
場
は

一
昨
年
・昨
年
に
続
き
三
回
目

と
い
う
こ
と
で
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
大
会
成
績
は
第
二
位
。
残

念
な
が
ら
全
国
大
会
出
場
は
逃
し
ま
し
た
が
、

室
温
３０
度
以
上
の
実
験
室
で
約
二
時
間
、
緊

張
と
暑
さ
に
耐
え
つ
つ
迅
速
か
つ
正
確
に
競

技
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
田
島
さ
ん
の
集
中

力
は
す
ば
ら
し
か
つ
た
と
い
え
ま
す
。

定
時
制
柔
道

第
４．
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
柔

道
大
会
に
、
団
体
戦

（福
岡
県
選
抜
チ
ー
ム
）

の
先
鋒
と
し
て
、
本
校
三
年
生
の
下
澤
君
が

出
場
し
ま
し
た
。
本
校
定
時
制
の
柔
道
部
と

し
て
は
五
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
出
場
で
す
。

会
場
は
柔
道
の
メ
ッ
カ
、
東
京
講
道
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

県
大
会
で
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
あ
と
、

夏
休
み
に
か
け
て
猛
暑
の
中
、
日
々
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
本
人
、
自
他
共
に
県
大

会
の
頃
に
比
べ
る
と
、
格
段
に
力
を
つ
け
て

大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
福
岡
県
勢
と
し
て
も

各
選
手
最
高
の
仕
上
が
り
で
、
上
位
進
出
ヘ

「
機
'1:二

|=
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の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

試
合
日
の
人
月
八
日
、
予
選
リ
ー
グ
で
は

強
豪
の
神
奈
川
県
、
群
馬
県
と
の
対
戦
で
す
。

群
馬
県
に
は
優
位
に
試
合
を
運
ん
で
競
り
勝

ち
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
神
奈
川
県
の
チ

ー
ム
に
は
あ
と

一
歩
及
ば
ず
、
悲
願
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

ほ
ん
と
う
に
惜
し
い
試
合
内
容
で
し
た

現
在
、
定
時
制
柔
道
部
に
は
三
年
生
の
下

澤
君
の
ほ
か
、
女
子
部
員
が
三
名
、
三
年
生

一
名
、　
一
年
生
三
名
と
、
毎
日
充
実
し
た
練

習
を
続
け
て
い
ま
す
。
た
び
た
び
、
卒
業
生

も
練
習
を
見
に
来
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
郎

マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー
と
は
マ
イ
コ
ン
組

込
型
自
走
式
マ
シ
ン
を
用
い
た
タ
イ
ム
レ
ー

ス
で
、
マ
シ
ン
の
設
計
・製
作
技
術
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
ミ
ン
グ
お
よ
び
調
整
に
高
い
能
力
が

要
求
さ
れ
る
。

全
国
大
会
は
毎
年

一
月
に
マ
イ
コ
ン
カ
ー

ラ
リ
ー
発
祥
の
地
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
。

全
国
１２
の
地
区
で
予
選
が
行
わ
れ
、
ω
”
∽お

Ｑ
”
協
３４
台
、
＞
無
く
”
●
８
２
　
０
一お
∽
１１０
台
が

全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
、
全
国
の
頂
点

を
目
指
す
。

福
岡
県
大
会
で
は

一
位
か
ら
六
位
ま
で
独

占
し
、
九
州
地
区
大
会
に
コ
マ
を
進
め
た
。

鹿
児
島
工
業
高
校
で
開
催
さ
れ
た
九
州
地
区

大
会
で
は
、
団
体
の
部
で
二
位
、
個
人
の
部

で
は
三
位
、
四
位
の
結
果
を
収
め
、
三
名
の

選
手
が
全
国
大
会

（２
０
１
１
年
１
月
９
日

開
催
）
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

今
回
で
五
度
目
の
全
国
大
会
出
場
で
あ
る

が
、
過
去
四
回
は
技
術
力
と
経
験
不
足
で
、

良
い
成
績
を
、
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
今
年
は
、
全
国
上
位
入
賞
を
目
標
に
、

マ
シ
ン
の
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
能
力
と
操
作
・

調
整
能
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

柔

道

部

柔
道
競
技
は
、
五
名
の
団
体
戦
ヒ
体
重
別

（男
女
七
階
級
）
に
よ
る
個
人
戦
が
あ
―，
、

個
人
戦
は
、
体
格
に
関
係
な
く
努
力
次
第
で

結
果
の
出
せ
る
競
技
で
す
。
日
々
の
稽
古
は

厳
し
い
で
す
が
、
昨
年
、
九
州
高
等
学
校
新

人
柔
道
大
会
県
予
選
女
子
個
人
戦
で
瀧
藪
恵

美
子
さ
ん
が
準
優
勝
し
、
九
州
大
会
で
は
ベ

ス
ト
８
の
成
績
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
、
九
州
高
等
学
校
新
人
柔
道
大
会

県
予
選
男
子
個
人
の
部

９０
ｋｇ
級
で
進
藤

一
馬

君
が
準
優
勝
し
、
昨
年
と
同
様
見
事
九
州
大

会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
団

体
戦

・個
人
戦
と
も

に
全
国
大
会
出
場
を
目

標
と
し
稽
古
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。卓

球
部
活
動
報
告

卓
球
部
の
本
年
度
の
戦
績
は
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
中
部
地
区
予
選
優
勝
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

県
予
選
二
位
、
九
州
大
会
県
予
選
三
位
、
団

体
戦
で
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。
個
人
戦

で
も
電
子
工
学
科
三
年
　
井
手
口
翔
太

・
機

械
工
学
科
二
年
　
大
山
亮
太
組
が
全
九
州
高

等
学
校
卓
球
大
会
で
五
位
入
賞
、
機
械
工
学

科
二
年
の
大
山
亮
太
が
全
日
本
卓
球
選
手
権

に
福
岡
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

十

一
月
の
新
人
戦
県
大
会
で
は
団
体
二
位

と
な
り
九
州
大
会

へ
出
場
す
る
な
ど
日
々
の

練
習
の
成
果
が
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
成
果
は
生
徒
達
の

が
ん
ば
り
だ
け
で
な
く
、
工
友
会
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
お
か

げ
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指

導
、
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　

　

　

　

（卓
球
部
監
督
　
柴
田
正
明
）
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私
は
、
７
月

２．
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で
の

‐６
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
デ
レ
ー
ド

に
海
外
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

海
外
に
行
く
の
も
初
め
て
だ

っ
た
し
、　
一

人

一
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
だ

っ
た
し
、
英

語
が
得
意
と
言
う
わ
け
で
は
な
か

っ
た
の
で

緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
だ
け
ど
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
は
と
て
も
お
お
ら
か

で
、
み
ん
な
私
た
ち
の
話
す
か
た
こ
と
の
英

語
を
辛
抱
強
く
聞
き
取

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
だ
い
ぶ
ん
英
語
を
話
せ
る
よ

う
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
学
校

で
習
っ
て
も
使
う
場
面
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、

難
し
い
な

っ
て
思
う
こ
と
が
多
か

っ
た
け
れ

ど
、
実
際
に
日
常
で
使

い
な
が
ら
勉
強
で
き

た
の
で
、
大
変
な
こ
と
も
多
か

っ
た
け
ど
、

英
語

っ
て
面
白

い
な

っ
て
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
帰
国
前
に
は
ホ
ス
ト
フ
ア
ザ
ー
と

冗
談
を
言
い
あ
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
３

ま
た
、
向
こ
う
の
学
校
で
の
授
業
も
と
て

も
楽
し
か

っ
た
で
す

）^
英
語
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
歴
史
や
地
理
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
そ
れ
に
木
工
や
、
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ザ
イ

ン
や
音
楽
の
勉
強
も
し
ま
し
た
。
で
も
何
で

も
説
明
が
英
語
で
、　
一
回
聞
き
損
ね
る
と
全

然
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
の
で
大
変
で
し
た
。

ま
た
・３
歳
の
子
と

一
緒
に
ド
イ
ツ
語
や
数
学

の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
Ｈ
Ｒ
に
も
参
加
し

ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
に
は
い
ろ
ん
な
人
種
の

人
た
ち
が
い
た
の
で
、　
一
気
に
い
ろ
ん
な
国

の
文
化
に
つ
い
て
知

っ
て
、
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
の
仕
組
み
な
ど
も
日
本
と
違
う
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
面
白
か
っ
た
で
す
。

特
に
お
昼
に
ご
飯
や
お
菓
子
を
食
べ
る
時
間

が
二
回
あ

っ
た
の
に
は
、
驚
き
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
大
き
な
シ
ョ
ツ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
も
遅
く
と
も
九
時
に
は
閉
ま

っ

て
い
ま
し
た
。
仕
事
が
終
わ
る
の
が
四
時
か

ら
五
時
く
ら
い
で
、
ど
こ
の
家
庭
も
夜
ご
飯

は
家
族
そ
ろ
っ
て
食
べ
て
い
た
の
で
、
日
本

と
全
然
違
う
習
慣
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
メ
ル
ボ
ル
ン
に
行
く
ま
で
に
、

「”
た

つ

た
の
“
８
０
０
キ
ロ
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、

感
覚
の
違
い
に
も
か
な
り
驚
き
ま
し
た
。

行
く
前
は
心
配
ば
っ
か
り
し
て
い
た
け
ど
、

帰
り
は
学
ん
で
き
た
こ
と
や
楽
し
か

っ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
行

っ
て
よ
か
っ

た
な

っ
て
思
い
ま
し
た
。
ま
た
機
会
が
あ

っ

た
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

校外研修で見たワラビー

友達とホス トファミリーと出かけた時

二週間お世話になった学校

Wood Work(木工)の授業

―
―
、
一一
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◆
卒
業
生
の
活
躍
◆

Ｈ
‐８
年

工
業
化
学
科
卒
業

岩
田
勇
治

平
成

２２
年

１０
月
開
催
　
九
州

一
周
駅
伝

で
大
活
躍

）^

（
１０
月

３０
日
の
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
新
聞

に
掲
載
）

以
下
記
事
の

一
部
を
抜
粋

Ｍ
Ｉ
Ｐ
の
岩
田
が
決
め
た

初
の
累
計
２
位
以
上
を
目
指
す
長
崎

が
、
福
岡
と
の
接
戦
を
制
し
て
２
位
発

進
だ
。
「
ラ
ス
ト
勝
負
は
苦
手
な
ん
で
す

け
ど
」
。
ロ
ン
グ
ス
パ
ー
ト
を
決
め
た
ア

ン
カ
ー
の
岩
田

（三
菱
重
工
長
崎
）
は
、

日
間
Ｍ
Ｉ
Ｐ
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に

目
を
細
め
た
。

【上】福岡のアンカー酒井
将規 (左奥)を突き放 し、
長崎の岩田勇治は日間
2位でゴール
【左】岩田はMIPを獲得

母
校
、
福
岡
工
業
が
明
治
二
十
九
年
、

創
立

の
古

い
工
業
学
校
で
あ
る
こ
と

は
衆
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
　
が
、

昭
和
二
十
年
六
月
十
九
日
の
福
岡
大

空
襲
に
よ

つ
て
、
湊
町
の
本
校
舎
と

共
に
、
古

い
貴
重
な
学
術
文
献
な
ど
、

多
く
の
資
料
が
焼
失
し
ま
し
た

従

っ
て
、
本
稿

の
過
去

の
事
柄
な

ど
識
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

し
か
し
、
本
校
、
機
械
科
を
卒
業
後
、

九
大
工
学
部
に
す
す
ま
れ
、
母
校

の

教
諭
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
香
月
氏
が
、

永

い
時
間
を
か
け
て
、
各
方
面
か
ら

の
資
料
を
収
集
し
、
表
記

の
列
伝
Ｉ

と
し
て
、
今
般
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

『
こ
の
こ
と
は
、
過
去
に
類
を
み
な

い
快
挙
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

「古
き
を
尋
ね
、
新
し
き
を
識
る
。
」

の
例
の
よ
う
に
』
母
校
を
識
る
こ
と
は
、

大
切
な
こ
と
と
思

い
ま
す

の
で
紹
介

を
し
ま
す
。

【粋
星
会
】

■
一長
邊
ス
キ
智
（Ｓ
９
）

■
〓
村
を

助

（Ｓ
ｌ４
）

■
三
木
勇
雄

（Ｓ
ｌ７
）

■
一・２　
茂
樹

（Ｓ
２８
）

■
荒
木
利
郎

（Ｓ
３０
）

【建
友
会
】

■
井
上
　
巌

（Ｓ
ｌ７
）

Ｈ
２‐
Ｈ
２‐
Ｈ
２‐
Ｈ
２‐
Ｈ
２‐

Ｈ
２‐

■
岩
元
圭
佑

（Ｓ
ｌ５
）
Ｈ
２２

【機
友
会
】

■
梅
野
　
潤

（Ｓ
ｌ４
）
Ｈ
２‐

■
真
武
正
義

（Ｓ
ｌ４
）
Ｈ
２‐

■
井
上
　
立早

（Ｓ
２４
）
Ｈ
２‐

■
簑
原

誠

（Ｓ
２６
）
Ｈ
２‐

■
池
田
宣
（二

（Ｓ
２７
）
Ｈ
２‐

■
瓜
田
英
彦

（Ｓ
２８
）
Ｈ
２‐

■
矢
山
精
治

（Ｓ
２８
）
Ｈ
２‐

■
太
田
則
昭

（Ｓ
３‐
）
Ｈ
２‐

■
吉
田
　
清

（Ｓ
３３
）
Ｈ
２‐

■
長
浜
隆
富

（Ｓ
３９̈‐
）
Ｈ
２‐

■
和
佐
岡
　
猛
（Ｓ
４３．‐
）
Ｈ
２‐

■
西
　
正
敏

（Ｓ
６．４
）
Ｈ
２２

■
大
山
　
巌

（Ｓ
２８
）
Ｈ
２２

■
菊
武
鱗
也

（Ｓ
３４
）
Ｈ
２２

■
熊
　
正
人

（Ｓ
２７
）
Ｈ
２２

【採
鉱
金
属
情
報
会
】

■
古
賀
博
之

（Ｓ
ｌ４
）
Ｈ
２‐

■
三
明
武
臣

（Ｓ
ｌ４
）
Ｈ
２‐

■
安
松
龍
太

（Ｓ
４５
）
Ｈ
２‐

■
川
口
　
恵

（Ｓ
２‐
）
Ｈ
２２

■
城
戸
正
雄

（Ｓ
２‐
）
Ｈ
２２

■
高
橋
　
渉

（Ｓ
２６
）
Ｈ
２２

【化
友
会
】

■
内
堀
義
雄

（Ｓ
ｌ７
）
Ｈ
２‐

■
安
河
内
　
菫
景
Ｓ
ｌ８
）
Ｈ
２‐

■
高
田
茂
宏

（Ｓ
２‐
）
Ｈ
２‐

■
浦
部
元
作

（Ｓ
２２
）
Ｈ
２‐

■
秋
吉
善
次
郎
（Ｓ
２８
）
Ｈ
２‐

■
清
水
　
明

（Ｓ
３０
）
Ｈ
２‐

■
浦
志
正
実

（Ｓ
３‐
）
Ｈ
２‐

■
自
水
清
昭

（Ｓ
３２
）
Ｈ
２‐

■
豊
島
五
郎

（Ｓ
４２
）
Ｈ
２‐

■
松
野
数
馬

（Ｓ
ｌ７
）
Ｈ
２２

■
後
藤
　
宏

（Ｓ
２‐
）
Ｈ
２２

■
酒
井
四
郎

（Ｓ
２２
）
Ｈ
２２

■
森
川
和
則

（Ｓ
４５
）
Ｈ
２２

【電
友
会
】

■
後
藤
昭

一

（Ｓ
２８
）
Ｈ
２‐

■
吉
崎
正
敏

（Ｓ
２９
）
Ｈ
２‐

■
弓
原

一
郎

（Ｓ
３２
）
Ｈ
２２

【
土
木
会
】

■
日
比
生
政
利
（Ｓ
３０
）
Ｈ
２２

2
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3383210 11 3264131

工友会 ホー ムペ ー ジ 脩科総会案内など掲載)

会員企業紹介広告募集・掲載無料

会員のみなさんが経営する企業、会員の皆さんが勤務す

る企業の広告を無料で掲載します。

広告の内容は自由ですが、会員の氏名・卒年・科名を必

ず記入して下さい。企業が HPを開設している場合はリ
ンクすることが出来ます。

くわしくは事務局へお問い合わせ下さい。

工友会費納入方法について

1 福岡銀行 荒江支店
普通預金口座 No1503920
財団法人 福岡工業工友会

権藤 直 (ゴンドウ タダシ)
2 西日本シティ銀行 荒江支店
普通預金口座 No1544788
財団法人 福岡工業工友会

事務局長 権藤 直
(ゴンドウ タダシ)

3  垂Fイ更局  No 01790-5-2415
財団法人 福岡工業工友会

※振り込みの際注意してしヽただきたいこと。

1 お名前(振込者)の前に、卒業科名・
卒業年を必ず記入して下さい。
(例 :コ・44 工化 太郎)
2 銀行のみ振込手数料は各自でご負
担ください。 ・

　
０
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E-mait koyukai@cocoa.ocn.ne.jp
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財団法人福岡工業工友会

T814‐0021

福岡市早良区荒江2丁 目
19番 1号

福岡県立福岡工業高校内

電 話 092(821)5831(代 )
092(831)1016(直 )

発 行 人 廣津良二

編集責任者 戸次邦直
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滋 賀 希 牟
設計から製作・現地組み立てまで   電気機器部品及機械器具製造販売
(新造船建造から各種プラントエ事まで)     伯」業明治42年 )

株式会社小堀船舶工業 株式会社高武製作所
代表取締役 廣 津 良 二  代表取締役 高 武 秀 机

(昭和42年採鉱冶金科卒)      (昭 和43年金属工業科卒)

T810-0075                   〒812-0888

福岡市中央区港三丁目3番27号   福岡市博多区板付 1丁目12香 14号
TEL 092-7510484           丁EL 092-441-3121
FAX 092-751-6031             FAX 092-451-5384

昨年5月 14日の総会は、300人以上の皆様の参加をいただき例年

の女0<盛大に開催できたことを大変感謝しています。
また、10月20日のゴルフコンペにも多数のご参加ありがとうご

ざいました。

本年は、含同同窓会でありますので、建友会総会は、本年は開

催は行いませんが、ゴルフコンベは例年どうりに10月 に開催い

たしますので、是非とも多数の参加をお願いします。

合同同窓会では、建友会と粋星会 (繊維料)が、当番幹事とな
つておりますので、ご協力をあ願いいたします。

季節がら寒い日が続きますが、皆様方にはくれぐれもご白愛<
ださり、合同同窓会であ会いできることをお祈 t」 します。

文貢 副会長 亀 清道 (S51卒 )

轟 蘊 鰻燿 爾饉 薇 駿拶晏一

代表取締役 五 十 嵐   実  (機械科 S43卒 )
宅地建物取ヨ1主任者
マンシヨン管理業務主任者
不動産コンサルテイング技能登録 第17184号

T810-0045
福岡市中央区草香江 2丁目 11番 1詈 (城南線大濠バス停前 )
TEL 092‐ 715‐0636 FAX092‐ フ15‐0643
携帯 090‐3190¨7737
福岡県矢0事免許 (9)第 6805
∪RL http://www jutaku― center.com

代表取締役 木  本寸 泰  治
(S42年電気科卒)

〒8160861 春日市岡本 3丁目6番地
TEL(092)581-1815 FAX(092)5814328

電気設備 防災設備 設計施工・保守点検

工友会の益々のご発展を祈念いたします

株式会社東田中建設
〒811-0213 福岡市東区和自丘2丁目3の 10

TEL 092-606-2000
FAX 092-606-1500

代表取締役社長

専 務 取 締 役

男
義
正

正

中

中
田

田

(土木科38年卒)

(土木科54年卒)

365日 .24時間 事故処理対応
ntt ci ∵,ww kyJshune pnet orip

NPO法人 全九州ヘルプネット会員

株式会社エム・シー・シー

理事長森 永 博 隆
〒815-0041 福岡市南区野間 1-1-2-301
TEL.092-553-3412 FAX.092-554-1573
4ヽob‖ e phone 090-3733-2227
e― ma‖ mcc@dream.ocn.ne ip

,, A"*, g"rur+Hi メニユー /コ ース(予約制)3,150円～
刺盛3～4人前  2,480円

収容人数/240人 (居酒盤 )
営業時間/17:00～翌 1:00

(金上翌3,00、 日祝24100)
定 体 日/無体

奮092‐432‐7302
福岡市博多区博多駅東 1-12‐ 12

陪

ii *,rmtucomai,*E(Tar," ilt*tr

会 長 山 本 秀 雄 641年卒)

副会長 川 崎 泰 秀 641年卒)

〃 上 田 義 人 647年卒)
〃 木 村 信 子 641年卒)

福岡工業高校 建友会

蜃 (株)本村電気工事店
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《電 志 会 広 告 》
《粋 星 会 広 告 》


